
平成 27年度第 8回 鹿島区地域協議会 会議録

<地域協議会の日時・場所>

1 日 時 :平成 28年 1月 19日 (火 )

午後 3時～午後 5時 40分

2 場 所 :鹿島区役所 大会議室

【 会 議 録 】

1 開  会

○事務局

地域協議会成立要件の確認

委員数 15名
【出席委員名】 11名
五賀和雄、多田和夫、松野豊喜、鈴木直門、星ちづ子

西 道典、内田雅人、菅野行雄、渡部裕幸、早川孝雄

前田典郎

【欠席委員名】 4名
大塚悦子、西 達也、森 和浩、齊藤延広

委員の過半数が出席していることにより、本会議が成立していることを確認。

2 会長あいさつ

3 会議録署名人の指名

五賀会長が会議録署名人に星ちづ子委員 と西道典委員を指名 しました。



4 議事

(1)報告事項

①南相馬市一般廃棄物処理基本計画 (素案)をパブリックコメン トに付すこ

とについて

○五賀会長

それでは議事に入 ります。報告事項①南相馬市一般廃棄物処理基本計画

(素案)をパブ リックコメン トに付すことについて担当より説明を求めます。

○生活環境課長および生活環境課環境保全係長

(資料により説明)

○五賀会長

説明が終わ りました。質問等ありますか。

○早川委員

行政がごみの減量化を訴える反面、排出される廃棄物は増加傾向にあるこ

とは否定できません。市の指定ごみ袋を使用 していない場合はシールを張っ

て市民に伝える、回収 しないなど、ルールを守 らない方への対策はどうなっ

ていますか。

○生活環境課長

市の指定ごみ袋は、燃 えやす く、強度があ り、公害を発生させないものと

なっています。早川委員のご指摘のとお り、とくに震災以降分別が徹底 され

ていませんので、11月 に環境特集号として、改めて指定ごみ袋の使用や分別

の徹底をお願い しました。

また分別 されていないごみは、違反ごみ として 3～ 4日 ほど集積所に置い

たままにして持ち帰ってもらうように勧奨 していますが、なかなか持ち帰つ

てもらえず、結果的に生活環境課職員が回収 している状況です。それ らの対

応についても今後徹底 したいと思っています。

○菅野委員

高齢者の一人暮 らしの場合、クリーンセンターヘ直接搬入することが難 し

く困つている方も多いと思います。

全国的にごみ屋敷 とい う問題がありますが、住民に優 しいごみの回収など、

住みやすい環境をつ くることも非常に重要なことだと思います。そ うするこ

とで南相馬市に住民が戻つてくる、もしくは移住 してくることにつながるの

ではないかと思います。

○生活環境課長

ほかの自治体では、容器包装 リサイクル法に基づいて、細かく分別 してい

ますが、南相馬市の収集体系は、大きくは可燃物・不燃物の 2つ にわけてい

るので相当甘い状況です。このまま続けるとリサイクル率 30%以上は達成で



きません。今後は容器包装 リサイクル法に基づいた分別回収を考えています。

菅野委員のご提案か らは逸脱するようにな りますが、ごみの リサイクルを

推進 しないと最終処分場に大きな負荷がかか り、さらには大きな焼却場を建

設することになると大きな財源が必要 となります。

市民の皆様になるべ くご負担をしていただかないように、 リサイクルのほ

うで協力 してもらいたいと考えてお りますので、今後 ともご協力いただきた

いと思つてお ります。

それか ら、高齢者の一人暮 らしへの対応ですが、今後検討 していかなけれ

ばならないと考えています。

○渡部委員

除染業者が週末に黒いビニール袋に入れて長靴や作業着などを店のごみ箱

に捨てていくので、いっぱいになつて しまいます。店側で注意 しても直 りま

せん。市 として建設業者などに対する指導に関してどう思つていますか。

○生活環境課長

渡部委員のご指摘のとお り、市へもコンビニ等から苦情がきています。

対策 として、地域連絡安全協議会でおたよりを発行 し、また元請業者にも、

ごみの適正処分、交通安全 さらには、防犯について指導 しています。

○前田委員

①行政区にあるごみ集積所の場所は無償提供ですか。

②集積所の屋根のペンキがはがれているところがあ りますがその塗 り替え

等はいつするので しょうか。

③場所によっては集積所の小屋が斜めに傾いていますが、対応 しないので

すか。

○生活環境課長

① 3区それぞれ状況が違いますが、原町区の場合、各行政区の中で集積所

を設けて、そこにみなさんがごみを持っていく形ですが、鹿島区の場合は拠

点回収 となっていますので、対象地域が広いです。

場所そのものについては、各行政区で決めているので、契約や借地料は発

生 しません。

② o③各行政区で管理 していただいています。 もし新たにつ くった り、修

繕する場合には、上限 4万円の報奨金を市からお出ししていますので、それ

で対応 していただくことになっています。

○前田委員

ごみを集めて野焼きすると、ヘ リコプターがきて写真をとり、警察から注

意 されると聞きましたが、そ ういったことはありますか。



○生活環境課長

野焼 きは、条例で禁止 されています。野焼 きが発生 した場合は、周辺の方

か ら市に連絡 をいただき、市の職員が野焼 き している方に対 して禁止である

ことを指導 している状況です。 これは鹿 島区も原町区も同 じ対応です。

ヘ リコプターの件は市では把握 していません。

○松野委員

基本理念 として『 みんなでつ くる循環型のまち 南相馬』 とあ りますが、

町部だ と家庭 ごみの回収場所が歩道 にあ ります。歩道 にあるとカ ラスにつつ

かれて道いつぱいにごみが広がった り、カ ラス除けのネ ッ トを被せ ると自転

車で通 る高校生が引っかかって しま う状況です。

この点 も踏まえて 10年間の 目標 を策定 したのですか。

○生活環境課長

原町区も鹿島区もごみ集積所が歩道 にある状況は承知 しています。

ごみ集積所の管理 は行政 区にゆだねていますが、松野委員か らご指摘があ

った ことがない よ うに、行政 区 と協議 を進 めなが ら、 もし別 な適地があれば

場所 を移動す るな ど、今後の検討課題 とさせていただきたい と思います。

○西 (道)委員

①震災後、市内の人 口は減つているのに 1人あた りのごみの量が増えてい

る理由をどう考えていますか。理由がはつきりすれば対策 も考えられるので

はないで しょうか。

②隣組に入つていない方はごみの番号はもらっていても、記入 していなか

った りします。そ うい う方に対 して、市 として どのような指導 してい くのか

対応方針を教えてください。

③家庭で堆肥化 とい う考え方が基本計画にあ りますが、将来肥料にするた

めにもそ うい う場所を官民協働でも設置するのか、あくまでも個人での設置

となるのかを考えた うえで、記載 しているのかを教えてください。

○生活環境課長

①人 口が減つていても、復 旧復興に伴 う作業員が増加 しているため、排出

されるごみも増加 していると考えています。

②先ほども説明しましたが、H月 1日 に環境特集号とい うことで、ごみ袋

への番号の記入をお願い しま したが、す ぐに改善 されるものではありません。

ご指摘のとお り、隣組に入 らないために番号がない場合でも、分別が徹底

されていれば、市 としては収集せざるを得ない状況です。

各行政区長 さんか らは、そ うであれば番号は不要であるとい う意見もあり

ます。環境特集号を出す前に、アンケー トをとらせていただきま したが、そ

の結果は、やは り番号を書 くべきだとい う意見が 50%以上でしたので、市と



しては今後 も番号の記入 をお願い したい と思っています。

記入 を徹底す る方法ですが、各区長 さん と環境衛生推進員 に改めて指導を

お願 いす るとい うことと、市職員 自ら行政 区を訪 問 し、番号の記入 を徹底 し

て もらうよ うにお願い したい と考えています。

③ ごみ減量のための対策 として、各個人でコンポス トを設置 した場合に報

奨金を交付 していますが、周知不足もあ り、なかなか活用されていません。

今回広報に掲載 したところ、何件か申請があ りま したので、改めて周知す

ることを考えています。

さらには、西委員からご提案いただいたように、各個人ばか りでなく、市

の施策 として、バイオマスなどの施策を推進するような仕組みづ くりを考え

なければならないと思っています。先進地の事例を参考にしなが ら、対策を

講 じていきたいと思つています。

○西 (道 )委員

隣組に入っていないとい うことが問題だと思いますが、それに対 して市 と

してどう対応 していくのですか。

それか ら、町部には、確かにごみ集積所を置 く場所があ りませんが、どう

にかスマー トにおける場所や方法がないか、先進地に学んで、ここを環境地

区にしてほしいと思います。

○生活環境課長

隣組の加入について、市 としては転入者に、市民課等の窓口で加入促進を

図つていますが、強制できるものではあ りません。今後 も、市の窓口や広報

等により、加入促進を図つていきたいと思いますのでご理解いただきたいと

思います。

スマー トな集積所についても、南相馬市の中にいると全 く見えない部分が

あ ります。今の西委員のご意見を踏まえて、集積所の新たな管理について対

応 したいと思います。

○内田委員

市のごみ袋はロールタイプのものとひも付 きタイプのものの 2種類あるの

はなぜですか。

○生活環境課長

2社が製造 しているためですが、ひも付きタイプは少 しコス トが高いとい

うこと、強度が弱い とい うことで、今後なくな り、すべてロールタイプにな

ります。

○五賀会長

ほかに質問等なければこの件については説明のとお り決することとします。



②南相馬市農林水産業再興プラン (素案)をパブリックコメン トに諮ること

について

○五賀会長

報告事項②南相馬市農林水産業再興プラン (素案)をパブ リックコメン ト

に諮ることについて担当より説明を求めます。

○農政課長および農政課振興係長

(資料により説明)

○五賀会長

説明が終わ りました。質問等ありますか。

○前田委員

鹿島区内でのほ場整備の進捗状況を教えてください。

○農政課振興係長

ほ場整備ついては、土地改良区と、市農林整備課、鹿島区産業建設課が窓

口になって対応 していますが、実際は県の事業ですので、県 と連携 して対応

とい う形にな ります。

鹿島区については災害を受けた人沢地区や右田地区でほ場整備が進んでい

ます。今後、農地での作業業効率化のために機械の大型化により作業効率化

が図られ低コス ト生産が可能 となることから、ほ場整備は有効な手法である

と考えていますので、地元の機運が高まった中で説明会等を開催 していきた

いと考えています。

○産業建設課長

鹿島区内のほ場整備の現在の状況です。

実際に工事を行っているのが八沢地区、右田・海老地区、真野地区の 3カ

所です。

現在図面等を作成 し、今後の発注に向けた設計を行つているのが、鹿島西

部地区、南屋形地区、西真野地区の 3カ所です。

現在 どの範囲でほ場整備するかについて地元で協議 しているのが槽原地区、

栃窪地区、小山田地区です。それか ら山下地区もほ場整備を行いたい とい う

意向を伺つています。上栃窪地区でも、地元 と協議を行っている状況で、全

体で現在 H地区がほ場整備を行いたいとい うことで地元 と協議を進めている

状況です。

○菅野委員

アクションプログラムにそれぞれ数値が入つているのはすばらしいですが、

施策は 5W2Hを 明確にしてつ くられていますか。

それからこの計画が確実に実行できるのか とい う点について、ある程度プ

ランも作成 していますか。



○農政課長

アクションプログラムでは各段階での 目標までは設定をしていますが、再

興プランは、今後事業展開する中で基本 とするものであ り、具体的な 5Wl
Hは今後、事業を展開していくときに検討することにな ります。

○早川委員

この再興プランは何名 くらいの方でつ くったのですか。

○農政課長

プランの策定委員会のメンバーは 15名 です。具体的には学識経験者 として

南相馬市復興ア ドバイザー、各種団体 として JA、 森林組合、漁協組合、認

定農業者、商工関係者、若手農業者、それから行政関係者です。

○早川委員

一番ネ ックになるのは、帰還に伴って安全の 目安 とする基準を行政が根気

よく丁寧に説明できるか どうかだと思いますが、いかがでしょうか。

○農政課長

安全は数値で測ることができますが、安心は心の問題ですので、 しっか り

情報を示 してご理解いただけるように丁寧に根気強 く説明をしていくこと尽

きると思いますので、引き続き対応 していきたいと考えています。

○早川委員

今朝の福島民報で報道 されていた新規就農者の数値を見てどのように思い

ましたか。

○農政課長

記事については把握 していませんが、新規就農 とい う観点で言います と、

若手農業者の確保育成のため、27年度か ら南相馬農業復興チャレンジ塾を開

催 し、月 1回程度農業経営について学んでいただく機会をつ くってお り、来

年度以降も続けていく考えです。

○前田委員

18ページからは農業の 6次産業化の取 り組みが記載 してあ りますが、直売

所や農家民宿等には市の補助金は出しているのですか。

○農政課振興係長

農家 レス トラン等についての支援ですが、 6次化に向け、庁内検討や協議

会等で整理 し、その販路先 としても活用 していきたいと考えています。

次に、農家民宿への対応ですが、震災前 と比べると、開業 している戸数が

減少 している状況です。

市 としては、農家民宿を通 じた農業の体験 とあわせて、都市 との交流を、

今後 とも積極的にやつていきたいとい うことで、新規に開設するとか、あと

は増改築等にかかる経費についての支援、申請関係、そ して、商品開発に向



けた支援制度 を創設す る予定です。

○鈴木委員

①46ページのアクションプログラムでは、具体的な数字が記載 されていま

すが、積算根拠があるのですか。

②農業経営法人化の支援 とい うことで、施策にもありますが、その推進の

ためにもここにも具体的な数字等を記載すべきではないでしょうか。

○農政課振興係長

①現状・ 中間 目標 0日 標で示 している具体的な数字は、復興総合計画の中

で日標を定めた数字をもとに算出しています。

②国では農業法人の目標数値を掲げてお り、市 としては認定農業者が将来

的に農業法人の中に入るとい うことも含めなが ら、法人化の中にその数値を

入れていく状況を考えていました。

○西 (道)委員

すばらしいものだなと思いますが、この計画で南相馬市が再興できると思

いますか。

○農政課長

これは基本 となるものであ り、あくまでも方向性を示 しているものですが、

この方向性に従つて しつか りと事業展開 して、施策を現場の農林水産業者の

皆 さんに届けて、実行 していくことができれば現場が元気になると期待 して

います。

○西 (道)委員

① こういつた計画は広野町など他市町村 と同じだ と思いますが、 どうでし

ょうか。

②担当課 として、特に重要なもの、これだけは何 とかや りたいと思 うもの

はありますか。

○農政課長

① どのように事業を展開 していくか、どのように施策を現場の皆 さんに実

感 していただくかとい うことが大事だと思っています。

これ らの事業の制度設計のときには、そ ういつた点をしつか りと検討 して

いく必要があると認識 しています。

②再興施策の方向で、市内全域、避難指示区域のいずれにも担い手の確保

育成を掲げさせいただいています。

先ほどもチャレンジ塾について説明させていただきましたが、やは り人で

す。 しっか りとした人材を確保・育成することが何 より大事な点だと認識 し

ていますので、重点的に取 り組んでいきたいと思っています。



○西 (道)委員

人材育成は大切です。アクションプログラムでは、農業の担い手も増える

計算になっていますが、私は減ると思います。

なぜ人数が増える計算になっているのでしょうか。

もつとプロフェッショナルを増やすべきだと思っているか ら今の経営塾が

あ ります。 この数字はもう一度確認をしていただいたほ うがいいのではない

かと思います。

一番を目指 して取 り組まないと、人は来ません。新 しいものをやるのであ

れば、計画の中にも入れていただきたいです。

後継者の育成 とともに、この基本計画では子 どもたちには未来があるとい

うことを出していただきたいです。 6次産業化について市 としてもつと力を

いれたほ うがいいのではないかと思います。

○農政課長

目標数値を増加 させていくことで南相馬市の農林水産業を支えていく、継

続・再生できるようにしてい くことがこういった計画をつ くる意義だと捉え

ていますので、こういつた数値で進めさせていただきたぃと思います。

それか ら6次産業化については、マーケティングを含めて、売れるものに

付カロ価値をつけて生産するとい うことで取 り組みたいと思つています。

作物については、参考資料 として相双農林事務所で行つた市場調査を基に

まとめたチャレンジ作物一覧を掲載 しています。 こうしたものを示す ことで、

農業者の方に売れるものを知っていただき、生産 してもらう、 うまくいった

ら面積を拡大 していただく、とい う良い循環をつ くるための参考 としていた

だきたいと思います。

○菅野委員

会社で豆腐のみそ漬けをつ くっていますが、福島県産大豆が少ないので、

できれば大豆をつ くっていただきたいとい うことと、国産きゅうりが 3年連

続で不足 しているので、そ ういつたことを考慮 していただければと思います。

○農政課長

需要側の情報がわか らないことも多いので、今の情報提供は大変あ りがた

いです。そ ういった情報をいただくこと、それを生産者伝えていくとい うこ

とが生産拡大に伝わっていきますので、大変ありがたいと思っています。

○五賀会長

ほかに質問等なければこの件については説明のとお り決することとします。



③農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更 (素案)をパブリ

ックコメン トに諮ることについて

○五賀会長

③農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更 (素案)をパブ

リックコメン トに諮ることについて、担当より説明を求めます。

○農政課長および農政課振興係長

(資料により説明)

○五賀会長

説明が終わ りました。質問等ありますか。

○前田委員

農業所得 目標額が下がつているのはなぜですか。

○農政課振興係長

参考資料 2に、サラリーマンの生涯所得試算を掲載 しています。

平成 25年のデータを活用 して、厚生労働省で試算 したものです。

実際に、今労働賃金が上がっている状況ですので、実態 と乖離 している部

分があることは認識 していますが、厚生労働省の統計をふまえて福島県で見

直 しを行いました。その結果に基づき、県全体 として所得 目標の変更の対応

しているところです。

それから、先ほどもご説明 しま したが、農業者の所得の考え方は、他産業

並みの労働時間による他産業並みの生涯所得を得るとい うことを掲げて算定

しています。実際に今の労働賃金が高いとい う状況もあるかもしれませんが、

統計的なものに基づきなが ら、年間の農業所得の 目標について、県の方で整

理をしてそれに合わせて、市のほ うでも変更するとい う中身になっています。

○早川委員

TPPに ついてはどのくらい盛 り込んでいますか。

○農政課長

TPPに 関しては今回は加味されていません。

○五賀会長

ほかに質問等なければこの件については説明のとお り決することとします。

④第二次南相馬市子ども読書活動推進計画素案について

○五賀会長

報告事項④第二次南相馬市子 ども読書活動推進計画素案について、担当よ

り説明を求めます。

○中央図書館長

(資料により説明)
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○五賀会長

説明が終わ りま した。質問等あ りますか。

○早川委員

①寺や神社の住職等に協力を得ながら読書の機会づ くりをしてはどうで し

ょうか。

②図書館での本の管理、貸出、読書相談などはしていますか。

○中央図書館長

①鹿島区のある寺の奥様はボランティアをしていて、寺で読書会 もされて

いるようです。

お寺のほ うでご協力いただければ、そ うい う活動 もふや していきたいと思

います し、お寺にかかわらず、そ ういつた興味がある方についてはどん どん

支援の輪に入つていただきたいと思います。

②公共図書館の業務 として資料の貸出等すべての業務をやっています。

例えばお母様たちか ら子供に合 う本を見つけてほしい とい うご相談もあ り

ます。図書館にはさまざまな年代ごとのおすすめのブックリス トがあ ります

し、紙芝居や昔話の リス トもあります。

鹿島図書館にも置いてあ りますので一度 目を通 していただければと思いま

す。

○前田委員

仮設校舎の図書室には、小高区の学校にあった本を持つてきているのです

ブ)ヽ。

○中央図書館長

学校の図書館は学校図書館法に基づいて各学校が設置する義務を持ってい

ますので、各学校に必ずあ ります。

仮設校舎で授業をしている小高の 4小学校には共有する図書館があ ります。

小高中学校には独立 した図書室が確保できず、共有する廊下を図書室 とみな

して利用 していただいている状況です。

震災前に小高区のそれぞれの学校で使つていた本は、鹿島区の仮設校舎に

は持ってきていません。小高区で再開するときに使える本があれば使 うとい

うことは聞いていますが、学校図書館の所管は各学校ですので、校長の判断

となります。

○五賀会長

ほかになければこの件についてはこれで終了します。

(休憩 )



(2)諮問事項

①南相馬市新市建設計画の見直 しについて

(区役所長から五賀会長へ諮問)

○五賀会長

諮問事項①南相馬市新市建設計画の見直 しについて、担当より説明を求め

ます。

○企画課長

(資料により説明)

○五賀会長

説明が終わ りました。質問等ありますか。

○前田委員

復興のシンボル として庁舎は建設 してほしいです。先 日本庁に行つた とき、

場所が離れている庁舎でた らい回 しにな りました。庁舎が離れていると市民

サービスがマイナスになつていると思います。

○企画課長

震災により本庁舎の課題が明らかにな りました。狭院のため機能が分散 し

ている、老朽化により維持管理費が増加 している、バ リアフリーヘの対応が

不十分である、防災拠点 としての機能も著 しく不足 している。新市建設計画

に位置付けることで、合併特例債を財源 とすることができるので、こうした

課題を解決するためにも、ご意見等を十分に反映させて対応 していく予定で

す。

○早川委員

市民福祉向上や住んでみたいまちづ くりのため、優先順位をつけて復旧・

復興のため実施 していただきたいです。

○松野委員

新庁舎は復興交付金では対応できないのですか。

○企画課長

地震で大きな被害を受けた施設であれば災害復旧として、同規模の施設建

設にあた り国の財政支援を受けることができましたが、本庁舎は平成 20年度

に耐震工事を行つてお り、震災でも庁舎の機能を保ち続けることができまし

たので災害復旧の対象にはなっていません。

○五賀会長

ほかに質問等ありませんか。

ないようですので、答申のまとめに入 ります。

ただいまの諮問事項について、原案のとお り妥当とすることにご異議あ り

ませんか。
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○委員

「異議 な し」の声

○五賀会長

異議 ないよ うですので、原案 の とお り妥当とす ることで決 します。

(3)その他

①次回地域協議会の日程について

○五賀会長

その他①次回地域協議会の 日程について、事務局より報告を求めます。

○事務局

次回は 2月 18日 (木 )、 午後 1時 30分か ら開催を予定 していますが、い

かがでしょうか。

○委員

「異議なし」の声

○五賀会長

その他何かありますか。

○事務局

地域協議会だより第 6号の発行について資料を配布 させていただいていま

す。スケジュールは記載のとお りで進めさせていただきたいと思います。

間に合えば広報 3月 1日 号、間に合わなければ 3月 15日 号の広報配布時に

全戸配布 します。

○五賀会長

事務局から説明のあったとお りに進めることとします。

○地域振興課長

広報誌やホームページで周知 していますが、現在地域協議会委員を募集 し

ています。公募委員は 3名 募集 し、そのほかの委員については各団体に推薦

を依頼 し、見識者についても依頼 しています。

○五賀会長

その他なければ、終了 します。

これをもちまして本 日の議会は終了 しました。長時間ご苦労様でした。
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5 閉  会

会議録署名 人

以上の とお り相違 あ りません。

会 長互ら二_び わ雄

Й
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